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２
７
日
、
９
月
議
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
日
本
共
産
党
市
議
団
は
民

間
住
宅
の
耐
震
化
促
進
と
学
校
で
の
熱
中
症
対
策
、
高
校
通
学
費
補
助
や
奨
学
金

の
利
子
補
給
、
小
中
学
校
の
再
編
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
て
市
長
や
教
育
長
と
議

論
、
市
民
の
願
い
実
現
の
立
場
で
奮
闘
し
ま
し
た
。 

定
岡
敏
行
市
議 

大
震
災
の
起
き

た
熊
本
県
益
城
町
で
は
、
昭
和
５
６

年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ

た
７
６
６
棟
の
半
分
近
く
が
大
破
、

倒
壊
し
た
〈
日
本
建
築
学
会
調
査
）。

災
害
は
完
全
に
は
防
げ
な
い
が
、
被

害
を
抑
え
る
備
え
は
で
き
る
。
そ
の

一
つ
が
民
間
住
宅
の
耐
震
化
促
進

だ
。 境

港
市
で
の
無
料
耐
震
診
断
、
耐

震
改
修
助
成
な
ど
の
活
用
状
況
、
耐

震
化
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
の
軒
数
、

今
後
の
計
画
や
方
針
は
ど
う
か
。 

 

助
成
制
度
の
充
実
と 

啓
発
に
努
め
た
い 

 

中
村
勝
治
市
長 

今
年
、
無
料
耐

震
診
断
の
申
請
は
２
０
件
と
急
増
し

た
。
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
る
。
ま

だ
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
の
は
３
３
０

０
戸
と
推
計
し
て
い
る
。
県
の
耐
震

化
目
標
値
８
９
％
を
参
考
に
設
定

し
、
国
や
県
の
動
向
も
注
視
し
な
が

ら
助
成
制
度
の
充
実
と
啓
発
に
努
め

た
い
。 

定
岡
敏
行
市
議 

か
な
り
残
っ
て

い
る
。
「個
人
の
努
力
」
で
済
ま
な
い

「公
共
の
福
祉
」に
か
か
る
問
題
と
考

え
る
が
。 

中
村
勝
治
市
長 

お
っ
し
ゃ
る
通

り
で
、
震
災
時
の
大
き
な
備
え
に
な

る
。 定

岡
敏
行
市
議 
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
い
ま
が
チ
ャ
ン
ス
。
補
強
に
は

１
０
０
万
～
１
５
０
万
円
か
か
る
。

そ
の
３
分
の
２
が
自
己
負
担
で
、
ネ
ッ

ク
は
そ
の
お
金
の
問
題
だ
。
独
自
の

この報告は政務活動費で 

発行しています 

 

拡
充
策
の
考
え
も
あ
る
か
。 

下
坂
鉄
雄
建
設
部
長 

県
が
国
よ

り
有
利
な
３
分
の
２
補
助
の
考
え

で
、
県
議
会
に
い
ま
予
算
を
出
し
て
い

る
。
市
で
も
そ
の
よ
う
に
し
た
い
。 

  

定
岡
敏
行
市
議 

地
球
温
暖
化
で

夏
の
高
温
日
数
も
増
加
し
、
熱
中
症

患
者
が
増
加
の
一
途
だ
。 

熱
中
症
は
気
温
、
高
温
だ
け
で
は

な
く
湿
度
や
陽
射
し
も
問
題
で
暑
さ

指
数
（Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）と
い
う
指
針
が
あ

っ
て
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
３
１
℃
以
上
の
と
き

は
「運
動
は
原
則
中
止
」
「特
に
子
ど

も
の
場
合
は
中
止
す
べ
き
」と
さ
れ
て

い
る
。 

境
港
市
で
は
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
３
１
℃
以

上
と
な
っ
た
日
が
８
月
に
９
日
間
あ
っ

た
。 学

校
で
、
と
く
に
部
活
な
ど
で
ど

う
対
処
し
て
い
る
か
。 

佐
々
木
邦
広
教
育
長 

こ
ま
め
な

水
分
補
給
、
屋
外
活
動
の
中
止
、
練

習
量
を
減
ら
す
な
ど
適
切
に
対
処
し

て
い
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
が
５
つ
の
小
学

校
に
ま
だ
な
か
っ
た
が
、
全
校
に
設
置

し
た
い
。 

定
岡
敏
行
市
議 

ど
こ
ま
で
が
激

励
で
ど
こ
か
ら
が
「根
性
論
」
か
、
難

し
い
判
断
か
と
思
う
が
、
非
科
学
的

な
根
性
論
で
こ
と
が
起
き
て
は
な
ら

な
い
。
そ
こ
は
ど
う
か
。 

佐
々
木
邦
広
教
育
長 

指
導
不

充
分
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
い
っ
そ
う
の

安
全
配
慮
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
だ
。 

定
岡
敏
行
市
議 

冷
水
器
が
欲
し

い
と
い
う
要
望
、
三
中
か
ら
は
遮
光

フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
も
あ
っ
た
。 

佐
々
木
邦
広
教
育
長 

学
校
、
保

護
者
で
話
し
合
い
、
要
望
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
応
え
た
い
。 

定
岡
敏
行
市
議 

大
切
な
の
は
子

ど
も
た
ち
の
命
。
猛
暑
傾
向
は
強
く

な
る
ば
か
り
。
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
！
と
悔
や
む
こ
と
の
無
い
よ
う
に

し
た
い
。 

 

熊本地震で倒壊した家屋 
なすまどか熊本市議（日本共産党）・提供 

会
派
き
ょ
う
ど
う
の
「市
長

選
で
相
手
陣
営
の
ハ
コ
モ
ノ
行

政
に
傾
斜
し
て
い
る
と
の
批
判

に
ど
う
思
う
か
」と
の
質
問
に

答
え
て
、
中
村
市
長
は
「市
民

体
育
館
は
耐
震
改
修
で
あ

り
、
市
民
会
館
、
図
書
館
な

ど
は
現
行
施
設
の
建
替
え
で

あ
っ
て
、
ハ
コ
モ
ノ
行
政
に
傾
斜

と
の
指
摘
は
あ
た
ら
な
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

相
手
陣
営
だ
っ
た
『
暮
ら
し

よ
い
境
港
市
政
を
つ
く
る
会
』

（日
本
共
産
党
も
参
加
）
が
、

市
長
選
で
図
書
館
や
市
民
体

育
館
を
ム
ダ
な
ハ
コ
モ
ノ
の
よ

う
に
言
及
し
た
こ
と
は

一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
。 

会
が
『
ハ
コ
モ
ノ
へ
の
傾
斜
』と

指
摘
し
た
の
は
、
あ
れ
も
こ
れ

も
と
５
４
億
円
に
も
膨
ら
ん

だ
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
あ
り
方
、
と
く
に
屋

外
体
育
館
な
ど
竜
が
山
周
辺

の
計
画
、
水
族
館
構
想
や
高

規
格
道
路
計
画
な
ど
で
す
。 

指
摘
に
は
答
え
ず
、
言
っ
て

も
い
な
い
こ
と
を
根
拠
で
は

「反
論
」に
も
な
り
ま
せ
ん
。 

 

補
正
予
算
で
決
ま
っ
た 

主
な
事
業 

 
 

★
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
助
成

４
５
７
万
２
千
円 

★
誠
道
町
へ
の
飛
砂
防
止
対
策
設
計 

 
 

 
 

５
０
０
万
円 

★
住
宅
耐
震
無
料
診
断
１
５
軒
分
追
加 

 
 

 

１
６
６
万
９
千
円 

直
後
の
市
長
・市
議
補
選
の
た
め

『
議
会
報
告
』
発
行
の
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
６
月
議
会
で
党
市
議

団
が

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ

は
次
の
通
り
で
す
。 

 

安
田
と
も
子
市
議 

① 

就
学
援
助
・
・新
入
学
用
品
費
の

金
額
と
時
期
を
実
態
に
合
わ
せ

充
実
を 

② 

嘱
託
職
員
の
待
遇
・
・専
門
性
や

危
険
性
な
ど
を
考
慮
し
改
善
を 

 

定
岡
敏
行
市
議 

① 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
・
・実
態
調

査
を
お
こ
な
い
、
総
合
計
画
を
も

っ
て
必
要
な
対
策
を 

② 

人
口
減
少
下
の
財
政
運
営
・
・大

型
建
設
と
市
民
生
活 

③ 

２
号
機
の
再
稼
働
反
対
・
・島
根

原
発
を
活
用
し
た
廃
炉
研
究
を 

 



 合区の解消には賛成 

だが、解決の方向が間違い 

--- 境みらいの意意意意に反反 
 

「小さい県だから一緒に」・・新たな格

差と不平等をうんだ鳥取・島根の「合区

の解消」は、私たちも賛成です。しかし、

抜本改革の方向は、「投票価値の平等」の

実現です。それは比例代表への抜本改革

しかありません。 

ところが意見書には「一票の価値の平

等」は一言もなく、「都道府県単位の代表

が国政に参加できる仕組み」を求めるも

の。国会は「全国民を代表する選挙され

た議員で組織する（憲法第４３条）」もの

で「参院は地域代表、衆院は全国民代表」

というような区別はありません。 

たえず変る人口のもとで、「都道府県単

位」にしがみついては、混迷に落ち込む

ばかりで、改革の方向を間違うものです。 

私たち共産党市議団は、全会で一致で

きるよう修正提案しましたが、採用され

ず原案が可決されました。 

 

  境港市議会は９月議会最終日の２

７日、北朝鮮の５度目の核実験や相次ぐ

ミサイル発射に厳しい抗議の決議を全

会一致でおこないました。 
 

世世の平平への挑挑 
漁漁漁漁の危危 
 

決議は、北朝鮮の行動は「核兵器開発

と結びついた軍事行動を想起させる、世

界の平和と安全に深刻な脅威を及ぼす

行為であり、国際社会に対する重大な挑

戦」、「日本海の漁業を生業とする当市に

とって、海域の安全を脅かし、漁場を汚

染しかねないもの」と指摘し、「断じて

容認できない」としています。 

市議会は北朝鮮の暴挙に対し、ことあ

る度に抗議を続けています。 

空空空空空ＫＣ-46Ａ  

（防防防ＨＰより） 

安
田
共
子
市
議 

子
育
て
世
代
・

若
者
の
負
担
軽
減
、
定
住
促
進
の
た

め
、
高
校
通
学
費
補
助
、
奨
学
金
返

還
に
関
す
る
助
成
、
家
賃
補
助
の
創

設
を
求
め
る
。 

佐
々
木
邦
広
教
育
長 

県
の
高
校

生
等
奨
学
給
付
金
な
ど
を
活
用
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
等
の
通
学
費

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。 

安
田
共
子
市
議 

「市
内
の
高
校

に
入
れ
な
か
っ
た
ら
通
学
費
が
大

変
。
進
学
を
諦
め
な
い
と
い
け
な
い
」

な
ど
の
声
も
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
定
期
代
は

境
港
駅
か
ら
米
子
駅
ま
で
年
間
９
３

安
田
共
子
市
議 

校
区
審
議
会
で

３
つ
の
小
中

一
貫
校
を
新
設
す
る
案

が
で
て
い
る
が
、
一
貫
校
の
課
題
に
つ

い
て
の
見
解
は
。 

佐
々
木
邦
広
教
育
長 

小
中

一

貫
教
育
は
、
生
徒
指
導
上
の
問
題
の

解
決
、
学
力
向
上
、
教
師
の
指
導
力

向
上
な
ど
に
効
果
が
あ
る
が
、
課
題

も
多
い
。
目
標
を
共
有
し
、
学
校
の

組
織
や
地
域
の
力
を
動
員
し
て
メ
リ

ッ
ト
に
変
え
て
い
く
努
力
が
必
要
だ
。 

安
田
共
子
市
議 

予
算
削
減
に
な

る
と
い
う
が
、
安
易
に
教
育
費
を
減

ら
す
べ
き
で
な
い
。
（小
学
校
が
な
く

原
爆
写
真
展
後
援
を 

市
教
委
が
拒
否 

 

安
田
共
子
市
議 

昨
年
ま
で
後
援

し
て
い
た
新
日
本
婦
人
の
会
主
催
の

原
爆
写
真
展
を
今
年
、
不
承
認
と
し

た
の
は
な
ぜ
か
。 

佐
々
木
邦
広
教
育
長 

申
し
入
れ

に
添
付
さ
れ
た
署
名
用
紙
に
「核
兵

器
を
禁
止
し
廃
絶
す
る
条
約
を
結

ぶ
こ
と
を
す
べ
て
の
国
に
求
め
ま
す
」

と
、
国
際
政
治
を
動
か
す
な
ど
、
政

治
的
に
使
用
す
る
意
図
が
見
受
け
ら

れ
た
。 

 

政
治
を
動
か
さ
ず
に 

核
廃
絶
は
で
き
な
い 

 

安
田
共
子
市
議 

署
名
は
被
爆
者

の
方
々
の
訴
え
を
世
界
に
広
げ
る
も

の
。
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に
は
政
治

を
動
か
す
活
動
が
必
要
だ
。 

『
非
核
都
市
宣
言
』
自
治
体
で
あ

る
境
港
市
の
市
や
教
育
委
員
会
が

核
廃
絶
を
応
援
し
て
な
に
が
お
か
し

い
か
。 

佐
々
木
邦
広
教
育
長 

反
核
平

和
運
動
に
つ
い
て
は
、
崇
高
な
も
の
だ

が
、
署
名
活
動
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て

の
後
援
は
ご
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。 

０
０
０
円
と
高
額
。
経
済
的
な
理
由

で
自
由
に
高
校
を
選
べ
な
い
こ
と
の
な

い
よ
う
検
討
を
。 

中
村
勝
治
市
長 

（奨
学
金
に
つ
い

て
）
国
の
動
向
を
注
視
し
研
究
し
た

い
。
家
賃
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。
雇

用
促
進
や
夕
日
ヶ
丘
の
定
期
借
地

権
制
度
な
ど
定
住
政
策
を
継
続
す

る
。 安

田
共
子
市
議 

奨
学
金
の
利
子

分
だ
け
で
も
助
成
を
。 

安
い
公
営
住
宅
は
特
別
な
理
由
が

な
け
れ
ば
単
身
世
代
で
は
入
居
で
き

ず
、
子
育
て
世
帯
も
申
し
込
ん
で
も

な
っ
て
）避
難
所
は
ど
う
す
る
の
か
、

子
供
会
や
自
治
会
や
公
民
館
の
単

位
や
連
合
会
の
単
位
は
ど
う
す
る
の

か
な
ど
、
地
域
へ
の
影
響
も
あ
る
。
一

貫
校
の
こ
と
は
地
域
の
住
民
に
十
分

な
説
明
を
し
、
意
見
を
聞
く
必
要
が

あ
る
。 

佐
々
木
邦
広
教
育
長 

学
校
施

設
の
維
持
管
理
が
大
幅
に
減
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、
小
中

一
貫
校
に

は
そ
れ
な
り
の
施
設
整
備
や
予
算
措

置
が
必
要
。
今
、
方
向
性
を
議
論
し

て
お
き
、
大
筋
の
流
れ
を
堅
持
し
つ
つ

話
し
合
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
。 

抽
選
だ
。 

市
の
『
総
合
戦
略
』
で
は
定
住
促

進
を
施
策
の
基
本
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。 

 

美
保
基
地
に 

空
中
給
油

・
輸
送
機
配
備 

の
動
き 

  
 

美
保
基
地
へ
新
し
く
空
中
給
油
機
Ｋ
Ｃ-

４
６
Ａ
を
３
機
、
平
成
３
２
年
度
以
降
に
配

備
す
る
計
画
が
、
２
１
日
、
中
国
四
国
防
衛

局
か
ら
市
議
会
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 航
続
距
離
は
９
、
４
０
０
㎞ 

必
要
な
ら
ど
こ
へ
で
も 

 
 

 

戦
闘
機
な
ど
へ
空
中
で
給
油

し
、
領
空
侵
犯
の
監
視
活
動
を

強
化
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
航

続
距
離
は
９
、
４
０
０
ｋ
ｍ
、
は
る

か
イ
ン
ド
洋
の
彼
方
ま
で
飛
べ
る

も
の
で
す
。 

「南
西
地
域
を
重
視
し
つ
つ
必

要
な
空
域
全
般
へ
進
出
」
す
る
と

し
、
市
民
説
明
会
で
は
米
軍
機
へ

の
給
油
も
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。 

南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
の
海

外
派
兵
が
日
程
に
の
ぼ
り
、
海
外

で
戦
争
す
る
国
づ
く
り
が
す
す

む
な
か
、
美
保
基
地
を
そ
の
最

前
線
基
地
と
し
て
強
化
す
る
も

の
で
す
。 

 
 

 

３
機
で
１
０
０
０
億
円 

 
 

 議
員
の
質
問
に
対
し
、
関
連
費
用
も
含
め

て
１
機
の
価
格
が
３
１
８
億
円
に
も
上
る
と

説
明
。
３
機
で
な
ん
と
１
０
０
０
億
円
で
す
。 

 
 

 
 

配
備
反
対
の
声
を 

 
 

一
部
に
は
す
で
に
地
元
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
同
型
機
に
よ
る
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
後
、
改

め
て
説
明
会
を
開
催
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

周
辺
に
緊
張
が
強
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

軍
事
的
対
決
で
は
危
険
を
増
す
ば
か
り
。
対

話
と
外
交
努
力
こ
そ
先
。
反
対
の
声
を
と
ど

け
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 


